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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体から取得された生体音信号情報に基づく生体音パラメータを取得する生体音パラメ
ータ取得手段と、
　上記生体音信号情報または上記生体から取得された他の生体信号情報に基づく、上記生
体音パラメータとは異なる生体パラメータを取得する生体パラメータ取得手段と、
　上記生体音パラメータと上記生体パラメータとに基づいて上記生体の状態を検出する検
出手段とを備え、
　上記生体パラメータ取得手段は、上記生体パラメータとして、少なくとも経皮的動脈血
酸素飽和度を取得し、
　上記検出手段は、
　　上記生体による咳の発出状態を検出し、
　　上記生体音パラメータの変化時点を基準とする所定期間における上記経皮的動脈血酸
素飽和度の統計値と、上記変化時点から所定時間経過した時点の経皮的動脈血酸素飽和度
との比較結果に基づいて、咳の発出状態を検出し、
　上記生体音パラメータの変化時点を基準とする所定期間における上記経皮的動脈血酸素
飽和度の統計値とは、該変化時点から少なくとも２０秒間の経皮的動脈血酸素飽和度の平
均値である
ことを特徴とする生体測定装置。
【請求項２】
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　生体から取得された生体音信号情報に基づく生体音パラメータを取得する生体音パラメ
ータ取得手段と、
　上記生体音信号情報または上記生体から取得された他の生体信号情報に基づく、上記生
体音パラメータとは異なる生体パラメータを取得する生体パラメータ取得手段と、
　上記生体音パラメータと上記生体パラメータとに基づいて上記生体の状態を検出する検
出手段とを備え、
　上記生体パラメータ取得手段は、上記生体パラメータとして、少なくとも経皮的動脈血
酸素飽和度を取得し、
　上記検出手段は、
　　上記生体による咳の発出状態を検出し、
　　上記生体音パラメータの変化時点を基準とする所定期間における上記経皮的動脈血酸
素飽和度の統計値と、上記変化時点から所定時間経過した時点の経皮的動脈血酸素飽和度
との比較結果に基づいて、咳の発出状態を検出し、
　上記生体音パラメータの変化時点を基準とする所定期間とは、咳によって経皮的動脈血
酸素飽和度が低下すると推定される時点の時間として予め設定された時間である
ことを特徴とする生体測定装置。
【請求項３】
　上記生体パラメータは、上記生体の生理状態を反映したものであることを特徴とする請
求項１または２に記載の生体測定装置。
【請求項４】
　上記検出手段は、
　上記生体音パラメータおよび上記生体パラメータの経時的変化に基づいて生体の状態を
検出することを特徴とする請求項１～３の何れか１項に記載の生体測定装置。
【請求項５】
　上記検出手段は、
　上記生体音パラメータが変化した時点を基準とする所定期間における、上記生体パラメ
ータの変化に基づいて生体の状態を検出することを特徴とする請求項４に記載の生体測定
装置。
【請求項６】
　上記生体音信号情報が所定の条件に合致する場合に、
　上記生体パラメータ取得手段は、上記生体パラメータを取得し、
　上記検出手段は、上記生体の状態を検出することを特徴とする請求項１から５までのい
ずれか１項に記載の生体測定装置。
【請求項７】
　上記検出手段は、上記咳の発出状態として、該咳の重症度を併せて検出することを特徴
とする請求項１～６の何れか１項に記載の生体測定装置。
【請求項８】
　上記生体音パラメータの変化時点を基準とする所定期間における上記経皮的動脈血酸素
飽和度の統計値とは、該変化時点から少なくとも２０秒間の経皮的動脈血酸素飽和度の平
均値であることを特徴とする請求項２に記載の生体測定装置。
【請求項９】
　上記検出手段は、
　上記変化時点から２０秒後の経皮的動脈血酸素飽和度の、上記経皮的動脈血酸素飽和度
の平均値に対する変化率に基づいて、咳の発出状態を検出することを特徴とする請求項１
または８に記載の生体測定装置。
【請求項１０】
　上記生体音信号情報に基づいて咳音の発生を推定する咳音推定手段を備え、
　上記生体パラメータ取得手段は、
　上記咳音推定手段が、上記咳音の発生を推定した場合にのみ、上記経皮的動脈血酸素飽
和度を取得することを特徴とする請求項１から９までのいずれか１項に記載の生体測定装



(3) JP 5642446 B2 2014.12.17

10

20

30

40

50

置。
【請求項１１】
　上記生体から上記生体音信号情報を取得する生体音センサー、および、上記生体から上
記生体信号情報を取得する生体センサーのうち、少なくとも生体音センサーと通信する通
信部を備えていることを特徴とする請求項１から１０までのいずれか１項に記載の生体測
定装置。
【請求項１２】
　当該生体測定装置は、上記生体から上記生体音信号情報を取得する生体音センサに内蔵
されていることを特徴とする請求項１から１１までのいずれか１項に記載の生体測定装置
。
【請求項１３】
　生体の状態を測定する生体測定装置における生体測定方法であって、
　生体から取得された生体音信号情報に基づく生体音パラメータを取得する生体音パラメ
ータ取得ステップと、
　上記生体音信号情報または上記生体から取得された他の生体信号情報に基づく、上記生
体音パラメータとは異なる生体パラメータを取得する生体パラメータ取得ステップと、
　上記生体音パラメータと上記生体パラメータとに基づいて上記生体測定装置が上記生体
の状態を検出する検出ステップとを含み、
　上記生体パラメータ取得ステップでは、上記生体パラメータとして、少なくとも経皮的
動脈血酸素飽和度を取得し、
　上記検出ステップでは、
　　上記生体による咳の発出状態を検出し、
　　上記生体音パラメータの変化時点を基準とする所定期間における上記経皮的動脈血酸
素飽和度の統計値と、上記変化時点から所定時間経過した時点の経皮的動脈血酸素飽和度
との比較結果に基づいて、咳の発出状態を検出し、
　上記生体音パラメータの変化時点を基準とする所定期間における上記経皮的動脈血酸素
飽和度の統計値とは、該変化時点から少なくとも２０秒間の経皮的動脈血酸素飽和度の平
均値である
ことを特徴とする生体測定方法。
【請求項１４】
　生体の状態を測定する生体測定装置における生体測定方法であって、
　生体から取得された生体音信号情報に基づく生体音パラメータを取得する生体音パラメ
ータ取得ステップと、
　上記生体音信号情報または上記生体から取得された他の生体信号情報に基づく、上記生
体音パラメータとは異なる生体パラメータを取得する生体パラメータ取得ステップと、
　上記生体音パラメータと上記生体パラメータとに基づいて上記生体測定装置が上記生体
の状態を検出する検出ステップとを含み、
　上記生体パラメータ取得ステップでは、上記生体パラメータとして、少なくとも経皮的
動脈血酸素飽和度を取得し、
　上記検出ステップでは、
　　上記生体による咳の発出状態を検出し、
　　上記生体音パラメータの変化時点を基準とする所定期間における上記経皮的動脈血酸
素飽和度の統計値と、上記変化時点から所定時間経過した時点の経皮的動脈血酸素飽和度
との比較結果に基づいて、咳の発出状態を検出し、
　上記生体音パラメータの変化時点を基準とする所定期間とは、咳によって経皮的動脈血
酸素飽和度が低下すると推定される時点の時間として予め設定された時間である
ことを特徴とする生体測定方法。
【請求項１５】
　コンピュータを、請求項１から１２までのいずれか１項に記載の生体測定装置の各手段
として機能させるための制御プログラム。
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【請求項１６】
　請求項１５に記載の制御プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生体の状態を検出する生体測定装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　咳症状の診断は、従来、患者の自己申告に基づいて診断され、客観的な評価がなされて
いなかった。
【０００３】
　そこで、特許文献１に開示されているように、マイクロフォンを使って被験者の喉部か
らの音を検出し、検出した音に含まれる周波数帯域を解析することにより咳を精度高く評
価する検出装置が提案されている。
【０００４】
　また、特許文献２には、被験者の音声をマイクロフォンで検出するとともに、被験者の
体動を加速度計で検出し、上記音声と体動とに基づいて咳を検出する咳検出装置が開示さ
れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－２３３１０３号公報（２００９年１０月１５日公開）
【特許文献２】国際公開第２００７／０４００２２号パンフレット（２００７年４月１２
日公開）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところが、上記特許文献１の発明では、被験者が咳をしたかどうかの判定は、被験者が
発する咳音のみに基づいているため、その判定精度は低い。
【０００７】
　一方、特許文献２の発明では、被験者が咳をしたかどうかの判定は、被験者が発する咳
音および被験者の体動に基づいているが、被験者の体動は咳を発したとき以外のときでも
生じるため、その判定精度（換言すれば、咳の検出精度）は必ずしも高くない。
【０００８】
　本発明は、上記の問題点を解決するためになされたもので、その目的は、生体（例えば
、被験者）の状態を精度高く検出することができる生体測定装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る生体測定装置は、上記の課題を解決するために、生体から取得された生体
音信号情報に基づく生体音パラメータを取得する生体音パラメータ取得手段と、上記生体
音信号情報または上記生体から取得された他の生体信号情報に基づく、上記生体音パラメ
ータとは異なる生体パラメータを取得する生体パラメータ取得手段と、上記生体音パラメ
ータと上記生体パラメータとに基づいて上記生体の状態を検出する検出手段とを備えてい
ることを特徴としている。
【００１０】
　本発明に係る生体測定方法は、上記の課題を解決するために、生体の状態を測定する生
体測定装置における生体測定方法であって、生体から取得された生体音信号情報に基づく
生体音パラメータを取得する生体音パラメータ取得ステップと、上記生体音信号情報また
は上記生体から取得された他の生体信号情報に基づく、上記生体音パラメータとは異なる
生体パラメータを取得する生体パラメータ取得ステップと、上記生体音パラメータと上記
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生体パラメータとに基づいて上記生体の状態を検出する検出ステップとを含むことを特徴
としている。
【００１１】
　上記の構成によれば、検出手段は、生体音パラメータ取得手段が取得した生体音パラメ
ータと、生体パラメータ取得手段が取得した生体パラメータとに基づいて生体の状態を検
出する。
【００１２】
　生体音パラメータは、生体から取得された生体音信号情報（例えば、咳音）から得られ
るパラメータである。生体パラメータは、上記生体音パラメータとは異なるパラメータで
あり、生体の生体音信号情報または生体の他の生体信号情報から得られる別のパラメータ
である。
【００１３】
　このように本発明の生体測定装置は、生体音パラメータに加え、生体の他の生体パラメ
ータを用いて生体の状態を検出するため、生体の状態を検出する精度を高めることができ
る。
【００１４】
　また、上記生体パラメータは、上記生体の生理状態を反映したものであることが好まし
い。
【００１５】
　上記の構成により、生体音パラメータに加え、生体の生理状態を反映した生体パラメー
タを用いて生体の状態を検出するため、生体の状態を検出する精度を高めることができる
。
【００１６】
　また、上記検出手段は、上記生体音パラメータおよび上記生体パラメータの経時的変化
に基づいて生体の状態を検出することが好ましい。
【００１７】
　上記の構成により、生体の状態の経時的な変化を検出することができる。
【００１８】
　また、上記検出手段は、上記生体音パラメータが変化した時点を基準とする所定期間に
おける、上記生体パラメータの変化に基づいて生体の状態を検出することが好ましい。
【００１９】
　上記の構成によれば、生体音パラメータが変化した時点から所定の期間内に生体パラメ
ータが変化したかどうかに基づいて生体の状態が検出される。
【００２０】
　それゆえ、生体音パラメータが変化してから生体パラメータが変化するまでの間にタイ
ムラグがある場合でも、生体の状態変化を精度高く検出できる。
【００２１】
　また、上記生体音信号情報が所定の条件に合致する場合に、上記生体パラメータ取得手
段は、上記生体パラメータを取得し、上記検出手段は、上記生体の状態を検出することが
好ましい。
【００２２】
　上記の構成によれば、生体パラメータは、生体音信号情報が所定の条件に合致する場合
に取得されるため、生体パラメータを継続的に取得する構成よりも消費電力を節約できる
。
【００２３】
　また、上記生体パラメータ取得手段は、上記生体パラメータとして、少なくとも経皮的
動脈血酸素飽和度を取得することが好ましい。
【００２４】
　また、上記検出手段は、上記生体による咳の発出状態を検出してもよい。
【００２５】
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　上記の構成によれば、少なくとも経皮的動脈血酸素飽和度が生体パラメータとして取得
され、生体音パラメータと、少なくとも経皮的動脈血酸素飽和度とに基づいて生体の咳の
発出状態が検出される。
【００２６】
　生体が発する音（または生体の周囲の音）には、咳以外の音も含まれる可能性があり、
音が発生したからといって、その音が咳音であるとは言い切れない。
【００２７】
　一方、咳をすれば、その間は呼吸ができないため、動脈血の酸素飽和度が低下する可能
性が高い。それゆえ、生体が発する音と、動脈血酸素飽和度の変化とを共に検出すること
により、生体の咳を精度高く検出できる。
【００２８】
　また、上記検出手段は、上記咳の発出状態として、該咳の重症度を併せて検出すること
が好ましい。
【００２９】
　上記の構成により、咳をしたかどうかの検出に加え、その咳の重症度が併せて検出され
るため、生体の状態をより正確に示すことができる。
【００３０】
　また、上記検出手段は、上記生体音パラメータの変化時点を基準とする所定期間におけ
る上記経皮的動脈血酸素飽和度の統計値と、上記変化時点から所定時間経過した時点の経
皮的動脈血酸素飽和度との比較結果に基づいて、咳の発出状態を検出することが好ましい
。
【００３１】
　経皮的動脈血酸素飽和度は、同じ生体でもその時々で変化するため、経皮的動脈血酸素
飽和度を咳の検出に用いる場合には、咳をした時点の近傍の時点における、咳をしていな
い状態での経皮的動脈血酸素飽和度を取得することが好ましい。
【００３２】
　上記の構成によれば、生体音パラメータの変化時点を基準とする所定期間における経皮
的動脈血酸素飽和度の統計値（例えば、咳音が検出されてから所定時間が経過するまでの
間に測定された経皮的動脈血酸素飽和度の平均値）と、生体音パラメータの変化時点から
所定時間経過した時点の経皮的動脈血酸素飽和度とを比較することにより、生体パラメー
タの変化が検出される。
【００３３】
　それゆえ、咳をしていない状態の経皮的動脈血酸素飽和度を上記統計値として算出し、
咳をすることによって変化した経皮的動脈血酸素飽和度を所定時間後の経皮的動脈血酸素
飽和度として取得することができる。この両者を比較することで、咳に伴う経皮的動脈血
酸素飽和度の変化をより正確に検出できる。
【００３４】
　また、上記生体音パラメータの変化時点を基準とする所定期間における上記経皮的動脈
血酸素飽和度の統計値とは、該変化時点から少なくとも２０秒間の経皮的動脈血酸素飽和
度の平均値であることが好ましい。
【００３５】
　少なくとも２０秒間の経皮的動脈血酸素飽和度を平均することにより、咳をしていない
状態における経皮的動脈血酸素飽和度の変化や測定誤差の影響を少なくすることができる
。
【００３６】
　また、上記検出手段は、上記変化時点から２０秒後の経皮的動脈血酸素飽和度の、上記
経皮的動脈血酸素飽和度の平均値に対する変化率に基づいて、咳の発出状態を検出するこ
とが好ましい。
【００３７】
　咳を発してから経皮的動脈血酸素飽和度が変化（低下）するまでに約２０秒かかる。そ
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れゆえ、咳をしていない状態における経皮的動脈血酸素飽和度の平均値と、生体音パラメ
ータの変化時点から２０秒後の経皮的動脈血酸素飽和度とを取得し、前者に対する後者の
変化率を求めることで生体パラメータとしての経皮的動脈血酸素飽和度の変化を精度高く
検出できる。
【００３８】
　また、上記生体音信号情報に基づいて咳音の発生を推定する咳音推定手段を備え、上記
生体パラメータ取得手段は、上記咳音推定手段が、上記咳音の発生を推定した場合にのみ
、上記経皮的動脈血酸素飽和度を取得することが好ましい。
【００３９】
　上記の構成によれば、咳音推定手段が、咳音の発生を推定した場合にのみ、経皮的動脈
血酸素飽和度を取得するため、継続的に経皮的動脈血酸素飽和度を取得する構成よりも消
費電力を節約できる。
【００４０】
　また、上記生体から上記生体音信号情報を取得する生体音センサー、および、上記生体
から上記生体信号情報を取得する生体センサーのうち、少なくとも生体音センサーと通信
する通信部を備えていることが好ましい。
【００４１】
　上記の構成によれば、通信部は、生体音センサーおよび生体センサーのうち、少なくと
も生体音センサーと通信する。それゆえ、生体音センサーまたは生体センサーから生体（
音）信号情報を通信により取得できる。
【００４２】
　また、上記生体から上記生体音信号情報を取得する生体音センサーに内蔵されている生
体測定装置も本発明の技術的範囲に含まれる。
【００４３】
　また、コンピュータを、上記生体測定装置の各手段として機能させるための制御プログ
ラムおよび当該制御プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体も本発明
の技術的範囲に含まれる。
【発明の効果】
【００４４】
　以上のように、本発明に係る生体測定装置は、生体から取得された生体音信号情報に基
づく生体音パラメータを取得する生体音パラメータ取得手段と、上記生体音信号情報また
は上記生体から取得された他の生体信号情報に基づく、上記生体音パラメータとは異なる
生体パラメータを取得する生体パラメータ取得手段と、上記生体音パラメータと上記生体
パラメータとに基づいて上記生体の状態を検出する検出手段とを備えている構成である。
【００４５】
　また、本発明に係る生体測定方法は、生体から取得された生体音信号情報に基づく生体
音パラメータを取得する生体音パラメータ取得ステップと、上記生体音信号情報または上
記生体から取得された他の生体信号情報に基づく、上記生体音パラメータとは異なる生体
パラメータを取得する生体パラメータ取得ステップと、上記生体音パラメータと上記生体
パラメータとに基づいて上記生体の状態を検出する検出ステップとを含む構成である。
【００４６】
　それゆえ、生体の状態を検出する精度を高めることができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明の一実施形態に係る症状検出装置の構成を示す概略図である。
【図２】音響センサーの構成を示す断面図である。
【図３】上記症状検出装置における処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図４】本発明の一実施例における実験結果を示す図である。
【図５】本発明の別の実施例における実験結果を示す図である。
【図６】図５に示す実験結果をグラフとして示した図である。
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【発明を実施するための形態】
【００４８】
　本発明の実施の一形態について図１～図６に基づいて説明すれば、以下のとおりである
。本実施形態では、本発明の生体測定装置の一例として、咳の症状を検出する症状検出装
置４０について説明する。なお、本発明は、咳の症状を検出する症状検出装置に限定され
ず、くしゃみを検出する症検出装置など、被験者の状態を検出する他の検出装置として実
現されてもよい。
【００４９】
　また、以下の説明では、症状検出装置４０の測定対象として人間（被験者）を想定して
いるが、本発明の生体測定装置は、人間以外の動物（例えば犬など）を測定対象としても
よい。すなわち、本発明の生体測定装置の測定対象は生体であると表現できる。
【００５０】
　（症状検出装置４０の構成）
　図１は、症状検出装置４０の構成を示す概略図である。同図に示すように、症状検出装
置４０は、解析装置（生体測定装置）１、音響センサー（生体音センサー）２０およびパ
ルスオキシメータ（生体センサー）３０を備えている。
【００５１】
　＜音響センサー２０＞
　音響センサー２０は、被験者の胸などに装着され、当該被験者が発する咳音を検出する
密着型のマイクロフォンである。音響センサー２０として、例えば特開２００９－２３３
１０３号公報に記載の密着マイクロフォンを利用できる。図２は、音響センサー２０の構
成を示す断面図である。同図に示すように、音響センサー２０は、いわゆるコンデンサマ
イクロフォン方式の集音ユニットであり、円柱形状で一端面が開口した筐体部２１と、筐
体部２１の開口面を閉塞するように筐体部２１に密着したダイアフラム２３とを備えてい
る。また、音響センサー２０は、第１変換部２５および第２変換部２７を搭載した基板２
８と、第１変換部２５および第２変換部２７に電源を供給するバッテリ部２９とを備えて
いる。
【００５２】
　ダイアフラム２３の表面には粘着剤層２４が設けられており、この粘着剤層２４によっ
て音響センサー２０が被験者の体表面（Ｈ）に装着される。音響センサー２０の装着位置
は、例えば、胸、または喉の下方であり、咳音が効果的に拾える箇所であればよい。
【００５３】
　ダイアフラム２３は、患者が咳や呼吸、嚥下などを行うことにより生体音を発すると、
この生体音の波長に合わせて微小振動する。このダイアフラム２３の微小振動は、上面及
び下面が開口した円錐形状の空気室壁２６を伝って第１変換部２５に伝搬される。
【００５４】
　空気室壁２６を介して伝えられえた振動は、第１変換部２５によって電気信号に変換さ
れ、第２変換部２７によってデジタル信号に変換されて、解析装置１の咳音判定部３に送
信される。
【００５５】
　このように、音響センサー２０が検出した生体音は、生体音データ（生体音信号情報）
として解析装置１の咳音判定部３へ出力される。音響センサー２０は、所定の音量以上の
生体音を検出した場合にのみ生体音データを解析装置１へ出力してもよいし、常時生体音
データを出力してもよい。ただし、音響センサー２０は、バッテリ部２９の電力で駆動し
ているため、消費電力を節約し、駆動時間を長くするためには、所定の音量以上の生体音
を検出した場合にのみ生体音データを解析装置１へ出力する方が好ましい。
【００５６】
　また、音響センサー２０にタイマを内蔵し、生体音データに、当該生体音データを得た
時刻を示す情報を含めてもよい。
【００５７】
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　音響センサー２０と解析装置１とは、通信可能に接続されていればよく、有線接続され
ていてもよいし、無線接続されていてもよい。また、音響センサー２０に解析装置１が内
蔵されていてもよい。
【００５８】
　＜パルスオキシメータ３０＞
　パルスオキシメータ３０は、被験者の経皮的動脈血酸素飽和度を所定の時間間隔で測定
する測定装置である。この経皮的動脈血酸素飽和度は、経皮的に測定した動脈血酸素飽和
度であり、被験者が咳をすることによって変化する可能性のある当該被験者の生理的指標
のひとつである。
【００５９】
　図１に示すように、パルスオキシメータ３０は、センサー部３１および本体３２を備え
、本体３２は、表示部３３および主制御部３４を備えている。
【００６０】
　センサー部３１は、赤色光を出射する赤色ＬＥＤ３１ａ、赤外光を出射する赤外光ＬＥ
Ｄ３１ｂ、およびこれらのＬＥＤからの出射光が被験者の指先を透過した結果生じる透過
光を受光する受光センサー３１ｃを備えている。
【００６１】
　主制御部３４は、解析装置１からの命令に従ってセンサー部３１を制御するとともに、
受光センサー３１ｃが受光した赤色光および赤外光の透過光量の変動成分の比率から動脈
血酸素飽和度を算出する。算出された経皮的動脈血酸素飽和度は、表示部３３（例えば、
液晶ディスプレイ）に表示されるとともに、解析装置１の測定装置制御部４へ測定データ
として出力される。当該測定データでは、経皮的動脈血酸素飽和度の測定値と、当該測定
値を得た時刻とが対応付けられている。
【００６２】
　パルスオキシメータ３０は、解析装置１の咳音判定部３が生体音データに咳音が含まれ
ていると判定した場合に、経皮的動脈血酸素飽和度の測定を開始する。パルスオキシメー
タ３０に常時測定させてもよいが、パルスオキシメータ３０が内蔵する電池によって駆動
する場合には、消費電力を節約し、駆動時間を長くするために、解析装置１から測定開始
命令を受信した時のみ測定を行うことが好ましい。
【００６３】
　パルスオキシメータ３０と解析装置１とは、通信可能に接続されていればよく、有線接
続されていてもよいし、無線接続されていてもよい。また、解析装置１はパルスオキシメ
ータ３０に内蔵されていてもよい。
【００６４】
　＜解析装置１＞
　解析装置１は、音響センサー２０が生成した生体音データと、パルスオキシメータ３０
が生成した経皮的動脈血酸素飽和度の測定データ（生体パラメータ）とを用いて被験者の
咳を検出する。具体的には、解析装置１は、音響センサー２０が被験者の咳音を検出した
ことを契機として、パルスオキシメータ３０が測定した被験者の動脈血酸素飽和度の変化
に基づいて咳の有無を検出する。
【００６５】
　生体音パラメータとは、被験者が発する音に関する情報の総称であり、音量、音量の経
時的変化、音の周波数などの情報を含み得るものである。より具体的には、生体音パラメ
ータとは、被験者に装着された音響センサー２０または被験者の周囲に配置された音響セ
ンサー２０によって得られた、当該被験者が発する音に関する情報である。
【００６６】
　以下では、音響センサー２０から出力された音声データに含まれる生体音（生体音信号
情報）を分析することによって得られる情報を生体音パラメータとして説明する。
【００６７】
　また、生体パラメータとは、生体音パラメータとは異なるパラメータであり、被験者の
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生理状態を反映したパラメータである。本実施形態においては、生体パラメータは経皮的
動脈血酸素飽和度である。
【００６８】
　なお、生体パラメータは、生体音信号情報に基づくものでもよく、例えば、心臓音を分
析することによって得られる心臓疾患の指標や、呼吸音を分析することによって得られる
呼吸の程度を示す指標でもよい。
【００６９】
　本実施形態では、上述のように、パルスオキシメータ３０において、受光量（生体信号
情報）に基づいて経皮的動脈血酸素飽和度が算出され、算出された経皮的動脈血酸素飽和
度が解析装置１へ出力される。そのため、解析装置１では生体信号情報を直接分析するこ
とは行わず、パルスオキシメータ３０から生体パラメータを取得する。
【００７０】
　経皮的動脈血酸素飽和度以外の生体パラメータを用いる場合には、生体信号情報を分析
することによって生体パラメータを取得してもよい。例えば、口または鼻における気流（
生体信号情報）を分析することによって、呼吸に関する生体パラメータを取得してもよい
。
【００７１】
　解析装置１は、主制御部２、記憶部７、操作部８および表示部９を備えており、主制御
部２は、咳音判定部（生体音パラメータ取得手段、咳音推定手段）３、測定装置制御部（
生体パラメータ取得手段）４、統計処理部５および症状検出部（検出手段）６を備えてい
る。
【００７２】
　＜咳音判定部３＞
　咳音判定部３は、音響センサー２０から出力された生体音データを取得し、当該生体音
データに基づいて咳音の発生を推定する。すなわち、咳音判定部３は、生体音データに咳
音が含まれているかどうかを判定する。この場合、生体音データを分析することによって
咳音に関する生体音パラメータを取得すると見なすことができる。
【００７３】
　生体音データに咳音が含まれているかどうかの判定方法は、公知の方法を用いればよい
。例えば、音信号の立ち上がり勾配および音信号の変化の時間幅を咳音の特徴として咳音
の有無を判定してもよいし、特許文献１に記載のように複数の帯域信号を音声データから
抽出し、抽出した帯域信号の対応関係から咳音の有無を判定してもよい。
【００７４】
　また、咳音判定部３は、自身が利用可能なタイマー（不図示）を参照し、生体音データ
を取得した時刻（または、音響センサー２０が生体音を検出した時刻）と、当該生体音デ
ータとを対応づけて記憶部７に記録する。
【００７５】
　＜測定装置制御部４＞
　測定装置制御部４は、咳音判定部３が生体音データに咳音が含まれていると判定した場
合に、パルスオキシメータ３０の主制御部３４に測定開始命令を出力する。この測定開始
命令を受けてパルスオキシメータ３０が経皮的動脈血酸素飽和度を測定し、その測定デー
タが出力されると、測定装置制御部４は、当該測定データを取得し、統計処理部５へ出力
する。上記測定開始命令は、所定の時間（例えば、２０秒間）経皮的動脈血酸素飽和度を
測定することを命じるものであってもよいし、測定開始命令とは別に測定終了命令が出力
されてもよい。
【００７６】
　なお、生体音データに含まれる生体音に咳音が含まれているかどうかの判定を行わず、
何らかの生体音が検出された場合に、測定装置制御部４がパルスオキシメータ３０に測定
を開始させてもよい。すなわち、測定装置制御部４は、生体音データに含まれる生体音が
所定の条件（例えば、所定の音量以上）に合致する場合に、パルスオキシメータ３０の測
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定データ（すなわち、経皮的動脈血酸素飽和度の測定値）を取得してもよい。
【００７７】
　＜統計処理部５＞
　統計処理部５は、時系列的に得られた経皮的動脈血酸素飽和度の測定値を統計処理する
。例えば、統計処理部５は、音響センサー２０によって生体音が検出された時点（生体音
パラメータの変化時点）を基準とする所定期間における経皮的動脈血酸素飽和度の統計値
（例えば、平均値、中央値など）を算出する。
【００７８】
　より具体的には、上記統計値は、音響センサー２０によって生体音が検出された時点を
基準として設定された期間かつ約２０秒間の期間における経皮的動脈血酸素飽和度の平均
値である。例えば、上記統計値は、音響センサー２０によって生体音が検出された時点か
ら２０秒間の経皮的動脈血酸素飽和度の平均値である。
【００７９】
　経皮的動脈血酸素飽和度は、同一被験者において常に一定であるわけではなく、時々に
よって変化し得るものである。また、測定された経皮的動脈血酸素飽和度には測定誤差が
含まれていると考えられる。
【００８０】
　そこで、音響センサー２０が生体音を検出した時点を基準として、約２０秒間の測定期
間を定め、その測定期間内に得られた経皮的動脈血酸素飽和度の測定値を統計処理するこ
とによって、被験者が咳をしていない状態における経皮的動脈血酸素飽和度をより正確に
算出できる。
【００８１】
　被験者が咳をしてから経皮的動脈血酸素飽和度が実際に変化するまでに２０秒程度のタ
イムラグがあるため、生体音が検出された時点から２０秒間の経皮的動脈血酸素飽和度の
平均値を算出した場合でも、被験者が咳をする前の経皮的動脈血酸素飽和度を算出できる
。
【００８２】
　ただし、経皮的動脈血酸素飽和度の測定期間が、長すぎる場合には、咳の影響を受けて
低下した経皮的動脈血酸素飽和度も平均値に含まれる可能性がある。特に咳をする間隔が
短い場合には、この問題が生じやすい。そのため、経皮的動脈血酸素飽和度の測定期間は
、１０～３０秒間程度が好ましい。
【００８３】
　常に経皮的動脈血酸素飽和度を測定する構成では、生体音が検出された時点より前の時
点における経皮的動脈血酸素飽和度を上記統計値の算出に用いてもよい。例えば、生体音
が検出された時点の前後１０秒間の経皮的動脈血酸素飽和度の平均値を算出してもよい。
【００８４】
　＜症状検出部６＞
　症状検出部６は、統計処理部５が算出した統計値と、所定の時点における経皮的動脈血
酸素飽和度とを比較することによって、被験者による咳の発出状態および咳の重症度を検
出する。
【００８５】
　具体的には、症状検出部６は、音響センサー２０が生体音を検出した時点を基準とする
所定期間における経皮的動脈血酸素飽和度の変化に基づいて被験者の咳を検出する。より
具体的には、症状検出部６は、音響センサー２０が生体音を検出した時点から２０秒後の
経皮的動脈血酸素飽和度の、上記時点から２０秒間の経皮的動脈血酸素飽和度の平均値に
対する低下率（変化率）に基づいて、咳の発出状態を検出する。
【００８６】
　咳をすることにより呼吸が不十分になった場合には、体内に取り込まれる酸素飽和度が
低下し、その結果、動脈血中の酸素飽和度が低下する。咳を発してから経皮的動脈血酸素
飽和度が低下するまでに約２０秒かかる。それゆえ、咳をしていない状態における経皮的
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動脈血酸素飽和度の統計値（平均値）と、生体音が検出された時点から２０秒後の経皮的
動脈血酸素飽和度とを取得し、前者に対する後者の低下率を求めることで経皮的動脈血酸
素飽和度の変化（低下）を精度高く検出できる。
【００８７】
　なお、症状検出部６は、上記統計値と、咳によって経皮的動脈血酸素飽和度が低下する
と推定される時点の経皮的動脈血酸素飽和度との比較結果に基づいて、咳の発出状態を検
出すればよく、２０秒後というタイミングはあくまで一例である。
【００８８】
　また、上記統計値と比較する経皮的動脈血酸素飽和度の測定値は、生体音が検出された
時点を基準とする所定期間における、複数の経皮的動脈血酸素飽和度の測定値を統計処理
した値であってもよい。例えば、症状検出部６は、生体音が検出された時点から２０秒経
過した時点と、生体音が検出された時点から２５秒経過した時点との間の５秒間に取得さ
れた複数の経皮的動脈血酸素飽和度の統計値（例えば、平均値）を算出し、上記２０秒間
の統計値（咳の影響が出る前の値）と、上記５秒間の統計値（咳の影響が出た後の値）と
を比較することにより、経皮的動脈血酸素飽和度の変化を検出してもよい。
【００８９】
　また、本発明の検出手段は、生体音パラメータ（またはその経時的変化）と生体パラメ
ータ（またはその経時的変化）とに基づいて被験者の状態を検出するものであればよく、
咳を検出するものに限定されない。
【００９０】
　＜記憶部７＞
　記憶部７は、主制御部２が実行する（１）各部の制御プログラム、（２）ＯＳプログラ
ム、（３）アプリケーションプログラム、および、（４）これらプログラムを実行すると
きに読み出す各種データを記録するものである。記憶部７は、ハードディスク、フラッシ
ュメモリなどの不揮発性の記憶装置によって構成される。
【００９１】
　なお、生体音データおよび測定データを保存するために、脱着可能な記憶装置が解析装
置１に備えられていてもよい。
【００９２】
　＜操作部８＞
　操作部８は、解析装置１に各種の設定値を入力したり、各種の命令を入力するための入
力装置であり、例えば、入力ボタン、切り替えスイッチなどである。
【００９３】
　＜表示部９＞
　表示部９は、解析装置１の設定情報または解析結果などを表示するものであり、例えば
、液晶ディスプレイである。
【００９４】
　（症状検出装置４０における処理の流れ）
　次に症状検出装置４０における処理（生体測定方法）の流れの一例について説明する。
図３は、症状検出装置４０における処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【００９５】
　まず、被験者の胸に装着された音響センサー２０は、生体音のモニタリングを継続的に
行い（Ｓ１）、所定の音量以上の生体音を検出すると（Ｓ２にてＹＥＳ）、当該生体音を
含む生体音データを解析装置１の咳音判定部３へ出力する。
【００９６】
　咳音判定部３は、生体音データを受け取ると（生体音パラメータ取得ステップ）、この
生体音データを受け取った時点の時刻である生体音検出時刻を記憶部７に記録するととも
に、当該生体音データに咳音が含まれているかどうかを判定する（Ｓ３）。
【００９７】
　咳音判定部３が、生体音データに咳音が含まれていると判定した場合（Ｓ３にてＹＥＳ



(13) JP 5642446 B2 2014.12.17

10

20

30

40

50

）、測定装置制御部４は、パルスオキシメータ３０の主制御部３４に対して測定開始命令
を出力する。
【００９８】
　主制御部３４は、この測定開始命令を受信すると、センサー部３１に経皮的動脈血酸素
飽和度（ＳｐＯ２）の測定を所定の期間（例えば、２０秒間）行わせ、得られた経皮的動
脈血酸素飽和度の測定値と当該測定値を得た時刻とが対応付けられて含まれている測定デ
ータを解析装置１の測定装置制御部４へ順次出力する（Ｓ４）。なお、パルスオキシメー
タ３０は、所定の測定期間において得られた測定値をまとめて解析装置１へ送信してもよ
い。
【００９９】
　一方、咳音判定部３が、生体音データに咳音が含まれていないと判定した場合（Ｓ３に
てＮＯ）、そのまま生体音のモニタリングを続行する（Ｓ１に戻る）。
【０１００】
　パルスオキシメータ３０が経皮的動脈血酸素飽和度の測定を開始した後に、測定装置制
御部４は、経皮的動脈血酸素飽和度の測定値を受け取ると（生体パラメータ取得ステップ
）、当該測定値を記憶部７に順次格納する。
【０１０１】
　統計処理部５は、記憶部７に記録された生体音検出時刻から２０秒を経る間に測定され
た経皮的動脈血酸素飽和度の平均値を算出し、その平均値を症状検出部６へ出力する（Ｓ
５）。
【０１０２】
　症状検出部６は、生体音検出時刻から２０秒後の経皮的動脈血酸素飽和度の測定値を記
憶部７から取得し、統計処理部５が算出した平均値に対する上記測定値の低下率を算出す
る（Ｓ６）。
【０１０３】
　症状検出部６は、この低下率が０．１％以上であると判定すれば（Ｓ７にてＹＥＳ）、
重度の咳が発出されたと判定し、その判定結果を表示部９に表示するとともに記憶部７に
格納する（Ｓ８）（検出ステップ）。
【０１０４】
　一方、症状検出部６は、上記低下率が０．１％未満であると判定すれば（Ｓ７にてＮＯ
）、軽度の咳が発出されたと判定し、その判定結果を表示部９に表示するとともに記憶部
７に格納する（Ｓ９）。
【０１０５】
　記憶部７に格納された判定結果は、その後被験者によって再度確認することができると
ともに、他の装置へ送信することができる。また、判定結果を脱着可能な記憶装置（メモ
リ）に格納してもよく、この場合、当該記憶装置を他の機器に装着することで当該機器に
おいて判定結果を利用できる。
【０１０６】
　（変更例）
　解析装置１は、パルスオキシメータ３０および音響センサー２０と常時接続される必要
はなく、パルスオキシメータ３０の測定データおよび音響センサー２０の生体音データが
、パルスオキシメータ３０および音響センサー２０とは異なる情報記憶装置に格納され、
この情報記憶装置から解析装置１へ測定データおよび生体音データが出力されてもよい。
解析装置１をパーソナルコンピュータを用いて実現する場合にはこの構成を用いればよい
。また、上記情報記憶装置は、他のパーソナルコンピュータが備える記憶装置（例えば、
ハードディスク）であってもよいし、パルスオキシメータ３０および／または音響センサ
ー２０に対して装着および脱着可能な記憶装置（メモリ）であってもよい。また、解析装
置１は、他の情報記憶装置から生体音データおよび測定データを受信するための通信部を
備えていてもよい。この通信部は、例えば、インターネット、ＬＡＮ（local area netwo
rk）等の通信ネットワークを介して通信を行うものである。
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【０１０７】
　このように、他の情報記憶装置から生体音データおよび測定データを取得する場合には
、測定データにおいて、経皮的動脈血酸素飽和度の複数の測定値と、各測定値を得た時刻
とが対応付けられていることが好ましい。また、生体音データには、当該生体音データが
得られた時刻を示す情報が含まれていることが好ましい。
【０１０８】
　このように測定データおよび音声データが得られた時刻の情報が当該データに含まれて
いることにより、咳が発生した時刻と経皮的動脈血酸素飽和度の経時的変化とを、測定時
刻よりも後に対比することができ、咳が発生したかどうかの判定をリアルタイムで行う必
要がなくなる。
【０１０９】
　また、解析装置１は、生体音に咳音が含まれているかどうかを判定しない場合には、音
響センサー２０から生体音の音声データを取得する必要は必ずしもなく、生体音を検出し
たことを示す生体音検出情報を音響センサー２０から取得してもよい。この生体音検出情
報に生体音を検出した時刻の情報が含まれていてもよいし、解析装置１が生体音検出情報
を受信した時点で、その時点の時刻を当該生体音検出情報と対応づけて記憶部７に格納し
てもよい。この場合には、生体音検出情報を生体音パラメータと見なすことができる。
【０１１０】
　また、音響センサー２０が検出する生体音は、咳音に限定されず、くしゃみに伴う音で
あってもよい。くしゃみをした場合にも動脈血酸素飽和度が低下する可能性があるため、
咳の検出と同様にくしゃみの検出を行うことができる。
【０１１１】
　また、咳やくしゃみの他に、喘息など音の発生を伴う他の症状を検出してもよい。
【０１１２】
　（実施例１）
　次に、実際に被験者の咳を検出した実施例について説明する。
【０１１３】
　被験者の胸に音響センサー２０を貼り付けて生体音のセンシングを継続的に行うととも
に、経皮的動脈血酸素飽和度測定のためにパルスオキシメータ３０としてコニカミノルタ
センシング製ＰＵＬＳＯＸ－３００ｉを腕に装着し、そのセンサー部を指先に取り付けた
。
【０１１４】
　音響センサー２０で検出した音から特定アルゴリズムにより咳音を検出し、同時に経皮
的動脈血酸素飽和度の測定を継続的に行った。そして、音響センサー２０が生体音を検出
した時間ｔ（秒）から１５秒間の平均値（１５秒平均値）を算出し、その平均値に対する
、ｔ＋２０（秒）における経皮的動脈血酸素飽和度（リアルタイム値）の変化率を算出し
た。この変化率は、次の（１）式で示されるものである。
【０１１５】
　（変化率）＝（リアルタイム値）／（１５秒平均値）－１．０　・・・（１）
　上記変化率がプラスの数値の場合には増加率を意味し、マイナスの数値の場合には低下
率を示す。
【０１１６】
　図４は、実施例１の実験結果を示す図である。同図に示すように、ｔ＝５～９の時点で
咳音が検出され、その２０秒後（ｔ＝２５～２９）に、１５秒平均値からの経皮的動脈血
酸素飽和度の低下がみられた。その低下率は、いずれも０．１％以上であるため、重度の
咳であると判定された。
【０１１７】
　実際に、ｔ＝５～９の時点で咳が発生しており、発生した咳が確実に検出されているこ
とが確かめられた。
【０１１８】
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　また、ｔ＝１３，１４に咳音が発生していると判定されているが、ｔ＝３３において経
皮的動脈血酸素飽和度は低下していないため、軽度の咳であると判定された。
【０１１９】
　しかし、実際には、ｔ＝１３，１４の時点では咳は検出されていない。これは、咳音検
出のアルゴリズムによる誤判定が原因であると考えられる。すなわち、音響センサー２０
が拾った雑音を咳音であると判定したことが原因であると考えられる。
【０１２０】
　この場合でも、ｔ＝１３の２０秒後のｔ＝３３、およびｔ＝１４の２０秒後のｔ＝３４
では経皮的動脈血酸素飽和度は低下していないため、重度の咳であるとは判定されず、軽
度の咳という判定に留められている。この結果から、咳音検出のアルゴリズムのみに頼る
よりも、経皮的動脈血酸素飽和度の変化を併せて考慮した方が、咳検出の精度が高まるこ
とが明らかとなった。
【０１２１】
　なお、上述のように軽度の咳には雑音を検出した場合も含まれる可能性があるため、経
皮的動脈血酸素飽和度が０・１％以上低下した場合のみ咳が発生したと判定してもよい。
このようなアルゴリズムにすれば、ｔ＝１３，１４における音は、咳によるものではない
と判定される。
【０１２２】
　（実施例２）
　次に、実施例１と同じ測定データを用いて、経皮的動脈血酸素飽和度の平均値を１５秒
間の平均値ではなく２０秒間の平均値にした場合の実験結果について説明する。図５は、
実施例２の実験結果を示す図である。また、図６は、図５に示す結果をグラフとして示し
た図である。
【０１２３】
　図５および図６に示すように、経皮的動脈血酸素飽和度の２０秒間の平均値を算出した
場合でも、最終的な判定結果は実施例１と同じであるが、２０秒間の平均値をとる方が、
咳をしていない状態の経皮的動脈血酸素飽和度をよりバラつきが少なく算出できる。特に
、動脈血酸素飽和度の変化が激しい状態の被験者の咳を検出する場合や、パルスオキシメ
ータ３０の測定精度が低い場合には、２０秒以上の平均値をとることが好ましい。
【０１２４】
　（症状検出装置４０の効果）
　以上のように、症状検出装置４０は、音響センサー２０から出力された生体音データと
、パルスオキシメータ３０から出力された経皮的動脈血酸素飽和度の測定データとに基づ
いて、被験者の咳の有無（および咳の重症度）を判定する。経皮的動脈血酸素飽和度は、
音を発する被験者の症状（すなわち、咳）によって変化する可能性のある当該被験者の生
理的指標である。
【０１２５】
　つまり、症状検出装置４０では、症状の検出を行うときに、当該症状によって発生する
音（例えば、咳音）に関する情報（生体音パラメータ）のみを用いるのではなく、その症
状に伴って変化する可能性のある、その他の生理的な生体パラメータ（例えば、経皮的動
脈血酸素飽和度）の変化を共に検出する。
【０１２６】
　この構成により、症状を直接反映した生体音パラメータのみを利用する場合よりも、当
該症状の検出精度を高めることができる。
【０１２７】
　また、症状検出装置４０では、定量的な解析が可能な経皮的動脈血酸素飽和度を第２の
パラメータとして用いているため、経皮的動脈血酸素飽和度の変化率に応じて段階的に咳
の重症度を判定できる。それゆえ、単に咳をしたかどうかの判定では得られない、咳の重
症度という医学的に有用な情報を提供でき、医師による診断、治療等をより強力にサポー
トできると考えられる。
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【０１２８】
　また、音響センサー２０で咳の可能性のある音を検出した時のみ経皮的動脈血酸素飽和
度測定を行うため、消費電力が少なくモバイル用途に適したシステムとなっている。
【０１２９】
　なお、特許文献２の発明では、被験者が咳をしたかどうかの判定を、被験者が発する咳
音および被験者の体動に基づいて行っているが、被験者の体動を示す情報は上記生体パラ
メータではない。咳をしていない時にも被験者が体を動かすことは頻繁に起こるため、被
験者の体動に基づいて咳の検出を行うことにより、咳の検出精度はさほど高まらない可能
性がある。
【０１３０】
　（その他の変更例）
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて
得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【０１３１】
　また、上述した症状検出装置４０の各ブロック、特に解析装置１の主制御部２は、ハー
ドウェアロジックによって構成してもよいし、次のようにＣＰＵを用いてソフトウェアに
よって実現してもよい。
【０１３２】
　すなわち、症状検出装置４０は、各機能を実現する制御プログラムの命令を実行するＣ
ＰＵ（central processing unit）、上記プログラムを格納したＲＯＭ（read only memor
y）、上記プログラムを展開するＲＡＭ（random access memory）、上記プログラムおよ
び各種データを格納するメモリ等の記憶装置（記録媒体）などを備えている。そして、本
発明の目的は、上述した機能を実現するソフトウェアである症状検出装置４０の制御プロ
グラム（症状検出プログラム）のプログラムコード（実行形式プログラム、中間コードプ
ログラム、ソースプログラム）をコンピュータで読み取り可能に記録した記録媒体を、上
記症状検出装置４０に供給し、そのコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記録媒体に
記録されているプログラムコードを読み出し実行することによっても、達成可能である。
【０１３３】
　上記記録媒体としては、例えば、磁気テープやカセットテープ等のテープ系、フロッピ
ー（登録商標）ディスク／ハードディスク等の磁気ディスクやＣＤ－ＲＯＭ／ＭＯ／ＭＤ
／ＤＶＤ／ＣＤ－Ｒ等の光ディスクを含むディスク系、ＩＣカード（メモリカードを含む
）／光カード等のカード系、あるいはマスクＲＯＭ／ＥＰＲＯＭ／ＥＥＰＲＯＭ／フラッ
シュＲＯＭ等の半導体メモリ系などを用いることができる。
【０１３４】
　また、症状検出装置４０を通信ネットワークと接続可能に構成し、上記プログラムコー
ドを通信ネットワークを介して供給してもよい。この通信ネットワークとしては、特に限
定されず、例えば、インターネット、イントラネット、エキストラネット、ＬＡＮ、ＩＳ
ＤＮ、ＶＡＮ、ＣＡＴＶ通信網、仮想専用網（virtual private network）、電話回線網
、移動体通信網、衛星通信網等が利用可能である。また、通信ネットワークを構成する伝
送媒体としては、特に限定されず、例えば、ＩＥＥＥ１３９４、ＵＳＢ、電力線搬送、ケ
ーブルＴＶ回線、電話線、ＡＤＳＬ回線等の有線でも、ＩｒＤＡやリモコンのような赤外
線、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、８０２．１１無線、ＨＤＲ（high data rate）、
携帯電話網、衛星回線、地上波デジタル網等の無線でも利用可能である。なお、本発明は
、上記プログラムコードが電子的な伝送で具現化された、搬送波に埋め込まれたコンピュ
ータデータ信号の形態でも実現され得る。
【０１３５】
　なお、本発明は、以下のようにも表現できる。
【０１３６】
　すなわち、本発明は、音響センサーにより検出された音データと経皮的動脈血酸素濃度
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の変化の両方のデータから、咳を検出する咳検出センサーである。
【０１３７】
　また、上記咳検出センサーは、２０秒以上の経皮的動脈血酸素濃度平均値からの変化を
検出することが好ましい。
【０１３８】
　また、上記咳検出センサーは、音響センサーの値と２０秒後から２０秒以上の経皮的動
脈血酸素濃度の平均値との相関から咳の検出を検出することが好ましい。
【０１３９】
　また、上記咳検出センサーは、音響センサーで咳と推定する音を検出したときのみ経皮
的動脈血酸素濃度の計測を行うことが好ましい。
【０１４０】
　また、本発明は、音データを含む複数のパラメタから被験者の状態を検出する検出装置
であるとも表現できる。
【０１４１】
　また、上記検出装置は、前記パラメタの任意の期間の変化から前記被験者の状態を検出
することが好ましい。
【０１４２】
　また、上記検出装置は、前記パラメタの相関から前記被験者の状態を検出することが好
ましい。
【０１４３】
　また、上記検出装置は、前記音データが任意の条件に合致する場合に前記パラメタの計
測を行い前期被験者の状態を検出することが好ましい。
【０１４４】
　また、前記パラメタは経皮的動脈血酸素濃度を含むことが好ましい。
【０１４５】
　また、前記被験者の状態は咳である。
【０１４６】
　また、上記検出装置は、２０秒以上の前記経皮的動脈血酸素濃度平均値からの変化から
咳を検出することが好ましい。
【０１４７】
　また、上記検出装置は、前記音データと、２０秒後の前期経皮的動脈血酸素濃度の２０
秒以上の平均値との相関から咳を検出することが好ましい。
【０１４８】
　また、上記検出装置は、前記音データで咳と推定する音を検出したときのみ前記経皮的
動脈血酸素濃度の計測を行うことが好ましい。
【０１４９】
　また、前記パラメタは、音センサを含む１つないし複数のセンサで検出されたデータで
あることが好ましい。
【０１５０】
　また、前記音センサは、検出したい被験者の状態に応じて人体の任意の位置に装着され
ることが好ましい。
【産業上の利用可能性】
【０１５１】
　本発明は、被験者の状態を精度高く検出することができるため、医療機関における患者
のモニタリング装置、または家庭における自己診断用の健康機器などに適用できる。
【符号の説明】
【０１５２】
　１　解析装置（生体測定装置）
　３　咳音判定部（咳音推定手段、生体音パラメータ取得手段）
　４　測定装置制御部（生体パラメータ取得手段）
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　６　症状検出部（検出手段）
２０　音響センサー（生体音センサー）
３０　パルスオキシメータ（生体センサー）
３１　センサー部（生体センサー）
４０　症状検出装置（生体測定装置）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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